
原
発
震
災
か
ら
／

一
周
年
／
十
万
人

が
行
動

フ
ク
シ
マ
事
故
か
ら
一
周

年
の
三
月
一
〇
日
か
ら
十
一

日
に
か
け
て
各
地
で
集
会
・

デ
モ
が
行
わ
れ
た
。

十
一
日
は
大
阪
で
は
中
之

島
一
帯
と
扇
町
公
園
に
一
万

五
千
人
、
東
京
・
日
比
谷
公

園
に
は
四
万
五
千
人
、
福
島

県
民
大
会
に
は
一
万
六
千
人

が
集
ま
っ
た
。
港
合
同
か
ら

も
多
数
が
参
加
、
お
疲
れ
様
。

大
量
の
放
射
性
物
質
を
空
、

海
、
地
中
に
ば
ら
撒
き
つ
づ

け
て
い
る
第
一
原
発
。
今
、

四
号
機
の
使
用
済
み
燃

料
を
保
管
し
て
い
る
プ
ー

ル
が
危
な
い
と
言
わ
れ

て
い
る
。
崩
れ
落
ち
た

ら
臨
界
事
故
。
も
う
決
し
て

故
郷
に
帰
れ
な
い
人
、
高
濃

度
の
汚
染
の
中
で
子
ど
も
達

を
育
て
る
し
か
な
い
人
。
そ

ん
な
現
実
の
中
で
、
何
が
再

稼
動
か
。
住
民
の
命
や
安
全

よ
り
原
子
力
マ
フ
ィ
ア
の
利

益
を
最
優
先
し
て
い
る
の
だ
。

あ
と
一
基

現
在
唯
一
稼
働
し
て
い
る

北
海
道
電
力
泊
原
発
三
号
機

（
北
海
道
泊
村
）
が
五
月
五

日
定
期
検
査
入
り
す
る
。
そ

の
日
ま
で
再
稼
動
を
許
さ
な

け
れ
ば
全
原
発
が
停
止
す
る
。

原
発
ゼ
ロ
。
心
配
は
要
ら
な

い
。
電
気
は
足
り
て
い
る
。

大
飯
原
発
再
稼
動

×
一
旦
「
ゼ
ロ
」
と
な
れ
ば

再
稼
働
は
難
し
く
な
る
と
、

野
田
政
権
は
五
月
五
日
ま
で

に
何
と
し
て
も
再
稼
動
さ
せ

よ
う
と
し
て
い
る
。
も
う
一

発
、
フ
ク
シ
マ
事
故
が
起
き

れ
ば
「
日
本
沈
没
」
と
言
わ

れ
る
事
態
な
の
に
地
元
自
治

体
の
同
意
も
前
提
で
は
な
く

な
っ
て
き
て
い
る
。
ま
し
て

滋
賀
や
京
都
は
地
元
で
は
な

い
と
い
う
対
応
に
変
化
。
大

飯
原
発
再
稼
動
を
絶
対
に
阻

止
し
よ
う
！

福
井
で
の
闘
い

三
月
二
五
日
「
大
飯
原
発

三
・
四
号
機
『
再
稼
動
』
に

慎
重
な
判
断
を
求
め
る
市
民

集
会
～
福
井
か
ら
未
来
を
開

こ
う
～
」
が
福
井
市
内
で
開

か
れ
、
全
国
か
ら
七
百
人
が

結
集
。
主
催
者
挨
拶
で
中
嶌

哲
演
さ
ん
は
「
三
十
一
日
ま

で
県
庁
ロ
ビ
ー
に
座
り
込
ん

で
断
食
を
行
う
」
と
宣
言
し
、

ハ
ン
ガ
ー
ス
ト
ラ
イ
キ
を
闘

い
ぬ
い
た
。
前
日
東
京
で
は

六
千
人
が
デ
モ
を
行
っ
た
。

ガ
レ
キ
受
入
れ
は
被

災
地
支
援
に
な
ら

な
い
！

橋
下
が
受
入
れ
を
表
明
し

て
い
る
ガ
レ
キ
問
題
。
莫
大

な
輸
送
費
用
を
か
け
て
東
電

出
資
会
社
会
社
を
大
も
う
け

さ
せ
全
土
に
放
射
能
を
ば
ら

撒
き
濃
縮
さ
せ
る
だ
け
。
ガ

レ
キ
で
は
な
く
人
を
受
入
れ

よ
う
。

ガ
レ
キ
受
入
れ
を
や
め
ろ
！

第２１２号 ２０１２年４月１０日 団結こそ命、闘争こそ力

組織を強化拡大し、階級的労働運動の発展をめざそう！
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原
発
い
ら
ん


